
都心部におけるＳＲＴ導入に向けて
名古屋市住宅都市局交通事業推進課長 福田 篤史



都心部のまちづくり

都心部まちづくりビジョン（H31.1）～拠点連携と都心界隈のまちづくり～



新たな路面公共交通システム「SRT」

Smart Roadway Transit

技術の先進性による
快適な乗り心地や
スムーズな乗降、
洗練されたデザイン

路面を走ることで
まちの回遊性や
賑わいを創出

今までにない
新しい移動手段

ＬＲＴ

視認性、定時性、
快適性に優れる

BＲＴ

経費や工期を縮減、
まちの変化にあわせた
柔軟な対応が可能

Light Rail Transit
Bus Rapid Transit

LRTやBRTの優れた点を取り入れ
先進技術を積極的に採用

海外ＬＲＴ
（フランス・オルレアン）

海外ＢＲＴ
（フランス・ルーアン）

新たな路面公共交通システム



SRTの段階的な導入

■ 東西ルート（令和７年度（後半））

■ 名駅～名城ルート（令和８年度～）

令和７年度
（後半）
運行開始

令和8年度
運行開始

名古屋の都心部における回遊性の向上や賑わいの拡大を図るため、

新たな路面公共交通システムＳＲＴの導入を進めます

◆ 連節バス1両で当初運行開始

◆ 名鉄バスへ運行委託

◆ 連節バス２両を追加導入

公共交通・歩行者中心で

ウォーカブルな空間を目指して

◆ テラス型乗降・待合空間の整備



ＳＲＴの社会実験（R4年度の連節バス体験乗車等）

【日 程】 令和4年9月3日(土)、9月4日(日)

【内 容】 一般モニターの体験乗車（延べ600人が参加）・意向調査、交通影響等の検証



ＳＲＴの社会実験（R５年度のテラス型バス停や周辺歩道空間の活用）

デジタル案内板（R5.9.16～11.30）



ＳＲＴの社会実験（R５年度のテラス型バス停や周辺歩道空間の活用）

〇バスの正着・乗降 〇待合空間の利用状況 〇沿道地域と連携した
賑わい創出の取組

• テラス型バス停の効果検証や一般交通への影響検証、バス停周辺の歩行空間

の活用等を実施



SRTの機能性

路面公共交通の質の向上

SRTを知る SRTを待つ SRTで過ごす

Webサイト

デジタル
サイネージ

わかりやすく、乗りたくなる
魅力ある発信

居心地がよく、ウォーカブル
につながる待合空間

乗ることを楽しめる特別な
体験、安心感

路面公共交通を使いやすく、わかりやすく、楽しく利用してもらえるように、先進技術の活用を
始めトータルで新たな移動価値を提供する



SRTの機能性

Riding Lab.
ライディング ラボ

運行サービス

待合空間 車両

走行空間

SRTの
様々なfieldで

新しい技術や仕組みを活用したまちづくりを、ＳＲＴと挑戦する

＋データ取得



SRTの目指すもの

いつくるか、どこ
に行くか、わかり
やすい情報提供

広い空間の車内や、
楽しさ、居心地の
良さを追求

他の交通モードと
シームレスにつなぐ

いつもより、ちょっと良い移動体験。

快適なバス待ち空間
誰でも乗降しやすい空間

新たな移動価値の提供路面公共交通の質の向上 や

都心部のグランドレベルの活性化
＋

公共交通への行動変容を促進



SRTのトータルデザイン
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SRTのトータルデザイン

都心風景の未来を先導

ＳＲＴが名古屋都心の
まちづくりを先導し、
まちへの愛着や誇りの醸成
につなげていく

これからの栄エリアとＳＲＴ

納屋橋とＳＲＴ旧名古屋銀行建物とＳＲＴ



ご清聴ありがとうございました

SRT公式の
X開設 ☞
＠SRT_nagoya

SRTプロジェクト、始動中！
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